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研究概要等

研究テーマ
精密分子集積技術を用いた、分子人工
筋肉の合成

所　属　
九州大学　大学院芸術工学研究院
未来共生デザイン部門

受贈者 助教　井上 大介（イノウエ　ダイスケ）

9. 産業と技術革新の基盤を作ろう

7. エネルギーをみんなに。そしてクリーンに

研究テーマ
電磁波吸収材料としてのＳｉＣ－グラフェ
ン複合材料の作製

所　属　
北九州工業高等専門学校
教育研究支援室

受贈者 技術専門職員　石井 純子（イシイ　ジュンコ）

9. 産業と技術革新の基盤を作ろう

7. エネルギーをみんなに。そしてクリーンに

研究テーマ
骨芽細胞の飲作用と骨分化に与える
有機修飾ケイ酸分子の幾何学構造の
効果

所　属　
九州工業大学
大学院生命体工学研究科

受贈者 准教授　中村 仁（ナカムラ　ジン）

3. すべての人に健康と福祉を

9. 産業と技術革新の基盤を作ろう

研究テーマ 圧縮加工処理防火木材の開発

所　属　
近畿大学　産業理工学部
建築・デザイン学科

受贈者 講師　松原 独歩（マツバラ　ドッポ）

15. 陸の豊かさも守ろう

11. 住み続けられるまちづくりを

研究テーマ
経頭蓋電気刺激法と脳波計測を統合
した言語リハビリテーション技術の確立

所　属　 九州大学　大学院人文科学研究院

受贈者 講師　太田 真理（オオタ　シンリ）

3. すべての人に健康と福祉を

9. 産業と技術革新の基盤を作ろう

　筋肉は生体の主要動力系であり、小さな昆虫でさえも筋肉を有
する。しかし、昆虫サイズの筋肉を電磁モーターにより製造するこ
とは現状不可能である。
　本研究は、化学エネルギーで駆動する生体材料を精密集積し、
世界最小の人工筋肉を合成する。
これにより高比出力、高エネルギー効率で動く超小型生体アク
チュエーターを開発し、未来社会においてマイクロデバイスやナノ
マシンを動かすための動力として応用することを目指すものであ
る。

主に関係するSDGs１７の目標（参考）

主に関係するSDGs１７目標(参考）

主に関係するSDGs１７目標（参考）

研究テーマ・受贈者等

主に関係するSDGs１７目標（参考）

　電子デバイスの誤動作による事故や情報漏洩によるトラブルから
社会システムを守る必要性が高まっている。また、電磁波吸収材
料の用途を拡大するため、熱的安定性，軽量性，量産性が求めら
れている。
　本研究は、SiC粒子を用いてSiC-グラフェンコアシェル構造の構
築に取り組み、SiC基板よりも大きな比表面積の微細構造の構築
およびSiC/グラフェン界面の構造制御により、電磁波吸収性能の
向上を目指すものである。

　超高齢者社会を迎えた日本では、骨疾患の病後における運動
機能の回復が、健康寿命の延伸に直結する課題である。
そのため、運動機能の中枢を担う骨組織を短期間で修復する治
療技術の発展が強く望まれている。ケイ酸は細胞に働きかけ骨形
成を促すが、その機序は未明である。
　本研究は、細胞が取り込むケイ酸の分子構造は如何なるもの
か、それがどのようなルートで骨形成遺伝子を活性化するのかの
答えを探るために、その分子構造と骨芽細胞等の相関を調べるも
のである。

　「脱炭素社会の実現に資する等のための建築物等における木材
の利用の促進に関する法律」が施行され、中高層建築物の木造
化の機運が急速に高まっている。中高層木造建築物を促進する
にあたり、避けて通れない問題として、木質部材の耐火が挙げら
れる。現状、二酸化炭素排出量の大きい石膏ボード等の無機材
料を燃え止まり層として被覆した耐火部材が主流であるが、環境
負荷の低減と重量減の観点からは、燃え止まり層に木質材料を用
いた耐火部材が望ましい。
　本研究は、難燃薬剤を注入した木材を圧縮加工処理することを
提案し、新しい木質防火部材の実現を目指すものである。

　急速な高齢化によって、脳梗塞や認知症が原因の言語障害の
患者は増加しており、言語障害に対する効果的なリハビリテーショ
ン手法の社会的な重要性は増している。加えて、言語障害は患者
ごとに大きな個人差があるため、患者に合わせたテーラーメイド医
療の必要性も高まっている。
　本研究は、非常に弱い電流を脳に流すことで一時的に脳活動を
変化させることができる経頭蓋電気刺激法と、言語課題中の脳波
計測を組み合わせることで、言語理解に関わる脳活動を安全に操
作する技術を確立することを目指すものである。

主に関係するSDGs１７目標（参考）


